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 ベ リリウムご申します輕金屡 は丁度今か ら133年 前にVauquelinε 云ふ人に依 つ

て初めて嚢見 されたので御座いますが、其後30年 程経 ちまして斯のW6hlerに 依つ

て其の製造法が講ぜ られたのであ ります。W6hlerは 御承知のBerzelius O)高 弟であ

りまして、彼は其の當時アル ミニウム並にマグネシウムを初めて金属状態で遊離 した

のに力を得てベ リリウムの蜷化物を カリウム叉はナ トリウムで還元してベ リリウムの

遊離に成功 したのであります。然 し乍 ら當時彼が作つたベ リリウムは極 く小 さい薄片

で御座いまして、到底實用的のものε迄はな らなかつたのであります。

 其後約Ioo年 餓 りご云ふものベ リリウムは僅か に純學理的の生命を縫いで居ナこに過

ぎないで慮用上 の贋値は全 く認め られなかつたので御座います。それが最近敷年間に

工業上の特殊の要求 からして勢ひこのベリリウムの利 用法 ミ云 ふもの も講ぜ られつ ・

あ る様 な機運に向ひまして、現今では少 くε も欧米に於 ましては理論金相學並に慮旧

金相學爾方面の時事問題になって居 るご云ふ次第で御座います。然 らば此の輕金属 は

果 して將來豊富なる生涯を持つて居るか♂うかミ云ふ事で御座いますが、之れはこれ

か ら御話 し致 します事柄を皆様に御聞きして頂きまして、皆標 から結論をして頂 き度

いので御座います。

 抑 々このベ リリウムε云ふ名の起 りは其の原ee Beryl1よ り來たのでありませ う。我

國に於ては美濃の緑柱石なる名を以て知 られ、tS"リリウムの含有分は3。6%に 過 ぎな

いので あ りますが、 外國に産するBromellit, Phenakit, Bertranditε 云ふのは 夫 々

56・2%,16.2%,15・2%の ベ リリウムを含有する豊富なる鑛石であります。

 之等 の鑛石か らベ リリウムを探 るには從來はアルカ リ金属或は アルカ リ土金属例ば

カ リウム、ナ トリウム、マグネシュウム等を以てベ リリウム盤類を簡軍に還元 して屠

ナこので御座いますが、之では到底大量的の生産には種 々の關係から不便なので是非共

其の鑛石に適當なるFluxを 加へて融液の状態で電解する方法 によらなければならぬ

ミ考へます。
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 之れに就ては最近数年聞に種 々の方法が欧米に於て獲表 されて暦 りますが、弦では

簡駒 爲め一ごル リ・に在る ・一メンス、・・ルスケ飾1:で やつて居る最新の製造法のみ

を御話 しす る事に致します。之れはバ リウムミベ リリウムΣの復合弗化物を特殊の黒

鉛珂禍に入れて之を同じ く黒鉛製の箱に牧め其の箱 自身を陽極 ごして、端塙の上方か

らニッケル製o)回 韓 し得べ き圓筒を釣 り下げて之を陰極 εして電解 ケるのですが、ニ

ツケルの熔融黙 ごベ リリウムの熔1鞍黙εが醗 り違はないか ら作業巾に陰極が熔ける虞

れがあるので、圓筒の中に水を通じて冷却 ケる様になつて居 ります。併 し最近では水

を通ずる事が厄介だご云ふのでモリブデン或はタングステンを陰極に使ふ試みがある

様で御座います。 斯襟に致 しまして此の装置に電流を通 じて約1400度 の温度に昇 し

て3時 間位 も操 作を緯績 して居 りますΣ、原鑛の総含量の5割 位のベリリウムが陰極

の周園にくつ付 きます。其の方法等に就きましては幻燈で御説明致 します。では幻燈

を一つ御願 ひ致 します。嚇意が出來 る迄御話 しを綾けませ う。ベリリウムの精製法に

就て申しますに電解で得ましたベ リリウムは幾分喧解融液や酸化ベ リリウム等の爽雑

物を含んで居 りますか ら、之をベ リリウムε反癒しない而 もベ リリウムよりも比重の

大 なる金麟 纐 例ばバ リウム襲纐 の如 きご一緒に熔融 させま・婬 、ダ灘 物は辮 舜 な

つて一般の揚合 劃 よ反渕"にベ リリウムの融塊の下暦に沈積 しますか ら、糊軍にベ リリ

  ウムを其の爽雑物か ら分離

                きセ

  慧 蕪 竹探錺 熱1
                  ム

   第一 圃 高齪 解装置  り、」訪 の細い管はニツグ ー 駆  ぞ
                               か    で ア

ル園筒の自由に回轄 し得 る陰極で、其 の中に水を通 して冷郎せ 1  織  
.、

しめる様になつて居 ります。向つて右方の大きなタンクは高熟   第 二 国

の爲め昇華逃出 ケるペ リリウムを冷却回牧 ケる装置で、是 に依  ベリリウムの比重

つ て90%内 外の回牧は容易1こ出來る0)で あります。

 第二囲は斯様 にして得たベリリウムε鋼 ざ0)比重を比較 した もので、即ち鋼の約四
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分の一弱に相當 し硬 さは嶢入鋼に匹敵するのであります。今迄の御話 しはベ リリウム

本鐙 εしてで したが・之れから少 しベ リリウム合金に就て御話を進め標 ε存 じます。

其中で も一番面白いのは銅の中にベ リリウムを少し入れナこ場合であ ります。薙に示す

  留     第調 は其の合     。。
…a 

q  金の状態圖であ ue'.y.i嬢

  sa。  "  り糺 て、陰影  4。'0.L""盛 。・
                             ト

… 一 襯 しナこ鰍 デ ＼・
_ ㎡

温物  揖 ζ1群 畿#u an ca・130/・IBe

度see ii+れ るの働 ま 璽 … ,、。・

曝 犠雛謹 叢
   Be-Cu叡 〉の歌態岡   度εの閥o)關 係       ア  4

を示 畑 線であります.細 、焼入れ,申 します 一→ 加 燕 司鍋
                            第 四 圖

         依る硬'度の憂化

記  ・直・… 像して・自一 し

嚢     り ま す が 、 此 の ベ リ リ ウ ム 青 銅 で
  2ee

    は水淳 した時は軟 くて焼を段 々に
  %o

↑
    戻 して行 くε硬度が昇つ て参 りま

       → 加熱時問        即ち嶢入後加工したものを適度に
        第  五  圖

  Be-Cu合 金の成分の相違に依る硬度の攣化   焼戻 して希望する虎 の硬 さにする

事が出來 ます。圖に示す様に3co度 内外で加熱 した揚合若 し亦加熱時間を長 くすれば
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250度 で も宜 しい。 兎 に角400位 のブ リネル硬度勲を示 し丁度焼入 しtこ鋼 ε同じ位の

硬 さに當 ります。

 第五圖はベ リリウムの含有量の相違に依 る硬度の攣化 を示す曲線でありまして、藪

に御覧の通 り4%Beの 時 は非常に大 きい硬度を示 して550に 達せん ミして居 りま

  

度   度 K

   '4e 蕨 繍 '49 示しナ・もので圖の女ロく… 度では

   。ひ。給 轟%窺)撫 度。瀧. 電氣傳鞭 畿 湘 並行して
     依る電氣傳導度並に硬度の攣化    上昇致 します。今比較 の爲めに燐

青銅を取つて見 ますのに電氣傳導度Uな る値を示 しますが、之に封 して本合金は19

以上の値 を示 して居 ります。而 も          縦

其硬度が大であ りますか ら電線 ε  鯉,げ
                      曜

しては甚だ好都合かε思はれるの            鋤'  噸 破 ～孟,"船
                       ゆコ

であ ります。             擢  ク。ゲ            初.
                               ♂

                    るの

第七圖はベリリウ・青銅の適當    、・  耀戻速藤 趣 囎
                      ぷ            ヨリが

なる嶢戻温度を簡軍に見る方法で               一
                              ?oθ.

御座いまして、私等の作つた特殊

の熱膨脹計で測つた結果でありま   第七 圓   鯉

す.加 熱瀬 大なる時は… 度で Be'Cu飴  搬 縦 。鞭 。。。

合金 は牧縮を致 しますが、ゆつ く 速度の遅速に依る
                  熱膨脹攣化
りミ加熱するε300度 で急に牧縮         e、r
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が起 ります。此の時が最大 の硬度を有する」1享は第四圖この比較 に依つて明かでありま

せ う。

 第八圖は砂型に鋳造 しナこ時のベ リリウム青銅の顯微鏡組織であ りまして、御覧の通

             り融離に依る不均一な固溶艦組織を示 して居 ります。叉

  α固溶膿の外に β固溶艦 の幾分を 見る事が出來 ます。

  ・今之を 約800度 で2時 間稚焼鈍して水淳 ケるε第九圖

 伊 の様な殆♂均一な組織を示 して蓼りますが、然 し焼鈍時

  間が短いか ら圖に見 る様 な多角形状のβが残つて居りま

  鮎 之を更 に350度 で長時間加熱しますε第十圖に示す

    第 八 圖    捺な微細な無藪の結晶子が現 はれて参 ります。之れは γ
 Be・Cu(2.5%Be)合 合 の

  鋳造紅織(倍 率5の   固 溶 膿 で あ り ま して此 の 時 に大 な る硬 度 を示 す の で あ り

   ゾ 賠'さ 。、   ます。

   ド ∵ 愚  疑   ベ リ リウ ム青 釦

》 資/碧 ∵;篇 働
7漿べ 蒔 ∴

場舗 さんな合7eVV

    第 九 圖   金が出來るかを極

鳩 繍 罐 鯛 の ↑醐 」,しませ 塩 伽

             ,。   陵 ㎜
     輔 難,欝 鵡

轟欝  辮灘 欝'   築・

 、 畷,. 籔撫 る  蒙 を附 した領域が有  
、職 箋獲撚

。e-。。慰(,lll、 B。)漏0)働 ま  ・1 -1・一 圃

    の焼戻維織     す。           Be・Ni合 金の駅態圖
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                 第十二圖は焼     。 再'.

縫 蕪欝
/贋 黙鴎

     第+二 圖     第一レ三 圖は   .笙+四 圃
・←・・緯 畷 ・… 趣)・ ・化3%。 。を舖Be誤 簾 罐 套£3)の

する合金の錆造維織でありましてやは り融離に依 る不均一紅織を示 して居りま1-。

 第十四岡は此の合金を1100度 で1時   700

襯 鈍して癬 し酬 糸哉で欄0)通 りに フ・6・・ 境

均一酬 灘 鰍 蛎 し鋸 ります。 峯 ,,。

之を55・舳 外磯 財 、,、 第+二 護4。 。 メ入..

圖の劇 常に大鞭 度を生じて特畷 … 恥 嘉 転

銅の燗 品になる繹であります・ /2ee

次にはx・'リリウ・澱 紛 合金の御i;,rf lo。    10!.IBe

で すが・此の蜴合にはベ リリウ・t・・% o・ 奪0劣 ∬N～o■' JO 3S

位入れても1除り硬度は昇 ξ)ません。然 し       第+五 圃
                     Bc-Ni-Fe合 金の熱慮理に依る
乍 ら之に術ニツケルを5努 位入れ適當に        硬度の攣化
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焼戻するご、容易に600以 上の硬度を示すのであ ります。 焼入鋼 でも蝕程炭素の多

いものでないミ斯かる大なる硬度を示 さない0)で あります。

 禦           一,マ/  次にベ リリウム輕合金の場合を申 し

     → 一 一 '    -1一  ませっo先 づ アル ミニユウムごベ リリ

     1  ミLIL-1ウ 。紛 合金一c'.1一が、,rl備 確鰍 態

 卿 ・ ・         嘗』下一一 圖を作る事が困難で從來も種々の學者

   脚塗 獣 一 一 一 ・…一 鋸 る・・で 私等が麟 之をや殖 し

   1 「㎜輝 轡 圖吼 て見・・第欄 の如・なり

  Alo.za。4、astal、1・ 、 右 τ。 第+ヒ 圖 の 上 段(a,f,・,d,e)は
  駆唖

       第 ・[・六 圖       Archer-Fink i・1祇0)研 究 で 下 段(b,9,

      Bc-AI飴 職 齢l   h, i, k)はfJ,等0)研 究 で あ り 討Q

    魯 労 ＼避 ∴ 、』tt、   、.、 tt    .。 マ

総裁鱗麟翻

審藩麹 難騰
    弊パ畔脇・寧1

          第十七圖 Be-Al合 金 の組織(倍 率1〔}0)

Archer-Finkはa及 びf圖 に於 て大 きい 黒 い 結 品 を初 期Be晶 ご翻1'芝して 居 ま す が 、

私 等 はBe-Al合 金 を 作 る際 にBeが 完 全 に熔 融 し な い 揚 合 に 殆 ε 同 様 な組 織 を得 ま
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した。21j t, b及 び9で あります。 術爾氏は 純共品の 組織 こしてc岡 を掲 げて 居

りますが、之れは御箆0)通 りに未だ多賦の初期A1品 を有して居 りま ㌔ 私等の得ま

した純共品はh圖 でありま ㌔ 更に爾氏は焼鈍水淳に依つて0.75%Beを 有するc

合金はdiな り燧にeざ な りて 段 々に組織は細粒に化1"一るi獲 表 して居りま ケが、

之れは思ひ違 ひで焼鈍水淳に依つて固溶膿の融離糸!L織が漸次に均一組織になつたのだ

ε存 じます。私等0)例究 に於'〔はO・8%B・ を有 妬 合金を焼鈍するik圖 の如 くな

り、漸次均一1司溶膿維織に 攣化する'ドを 諭 ポるのであります。 εちらが 正しいかは

第十六圖i第 十七圖 ごを精細に比較 された.Lで 、皆様の御声周噺に御任せ したいのであ

  rs/o・     一  一      りまdi o

      尋  一 一

  ・講 ・.1-r  第+燗 駆 リリウ… 襟 の合金o・状態
              キ      ロ

温塑 一整 瀞辮 謙撚 辮1畿隷欝『
  あゆ ク 

度 塑"  ド'堕 第+燗 は ・・%・・鮪 ケ・期 、・・鰍 鏡

炉 ・_一 歪 窒才 繍 で丁度、。、。,鵬 膿な鶴 酬,ま す

慣 響 二凱 顯 ∵-i--
        es, Ee

      第 一卜八 圃       以L御 活申.1=げました事柄は最近に行はれた
    Be・Si合金の欺態圃
                種 々の學者の業蹟ご私等のやつた研究結果ごを

ざつご綜合しナこもので 御座いますが、之等の 研究か ら齢川{される或は豫知 される現

1灘擬1灘1麟1
                             翁「5・トノL墜ii

しい衝 動 を 感 ず る爲 め に 安 全 を期 ¢る材 料 に苦 ん でilfl- Bc-Si共 晶組織(倍 率150)
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る有標ですが、之れ もベ リリウム青銅か或はベ リリウム、ニヅケル合金で作つた らば

都合が良い様であります。其他電氣蛮動機、爆獲式獲動機 の各部は始終烈 しい振動を

受けて居る箇所で すか ら、斯ふ云ふ慮にも使用すれば甚だ妙ならんε思はれます。更

に叉丈夫であつて而 も腐蝕にも耐へ侵蝕に も耐えますか ら、ボ ンブεか ター ビンの翼

ざか或はプリツケツ ト歴搾機、加塵濾過機等に用ふるε便利の標で御座います。爾ベ

リリウムは銅の脱酸剖εしても用ひられ燐なさの場合 ε異 り脱酸 ε同時に脱硫作用を

も致します。爾又X線 透逼能が アル ミニウムに比 し約十七倍の彊 さでありま1か ら

近時盛に用ひ られつつある金囑管球のX線 放射窓にアル ミニウムの代 りに使用すれ

ば甚だ好都合の結果を得るε存じます。其他ベ リリウム鍍金の御話 もあ りますが時間

の都合上止めて置きます。

 要す るにベ リリウムは有望な將來を持つて居るε云ふ事は御判りになるかご存じま

す。私は寧ろくごリリウムは次の時代を劃する金屡ではないか ご云ふ事を考へたいので

すが、只悲しいかな目下の地質學上の調べに依 るε其の含有量は地殼の約0,0005%に

過 ぎずアル ミニウムの7%に 比するε大分産出量に開 きがあ る事であります。然 し乍

ら豊富 な原産地の登見 ε製造法の進歩が俘はば其の磨用 も亦從つて鑛大せ られ、他の

有用合金の縄張 りを漸次侵蝕 して行 くものΣ考へ られます。債格にしても從來は高い

ミ考へ られて居つたベ リリウムも段々ご安 くなつ て、例へば十年 前は一冠十萬圓程 し

たベ リリウムが、一昨年は6.000圓 に昨今では500圓 位に下つて参 りましk。 而 も之

れは純梓のベ リリウムの御話ですが、アルミニウムを含む εか或は鐵 を含む様 な場合

には非常 に安 くなるのであ りますか ら、そして合金せ しめる量 も少量で足 りる事が多

いので すか ら、あながち其の將來を悲観するにも當 らぬε存 じま 魅 兎に角各國で其

の研究を競 ふて居るの も故なきにはあらず ε思ひます。

 以上の御話 しの中にて私の研究に封 して終始當化學研究所長の近重先生に激働の御

言葉を賜つた事を厚 く御禮申上げます ご同時に、高慣 なる研究材料を多量 に御提供下

さつた旭絹織株式會杜上畠專務取締役に深 く感謝 しつ ・此の壇を降る次第で御座いま

す。(拍 手)

                 (85)


